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令 和 ８ 年 第 ９ 回 ひ た ち な か 市        

教 育 委 員 会 ７ 月 定 例 会 会 議 録 

 

教 育 長 （開会の宣言） 

 

 

議案第２１号 ひたちなか市共同調理場設置及び管理条例の一部を改正する条例の施行期

日を定める規則制定について 

保健給食課長 資料に基づき説明 

（主な質疑・意見等）特になし 

審 議 結 果 可 決 

 

議案第２２号 ひたちなか市共同調理場設置及び管理条例施行規則の一部を改正する規則

制定について 

保健給食課長 資料に基づき説明 

（主な質疑・意見等）特になし 

審 議 結 果 可 決 

 

議案第２３号 ひたちなか市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令制定について 

保健給食課長 資料に基づき説明 

（主な質疑・意見等）特になし 

審 議 結 果 可 決 

 

議案第２４号 ひたちなか市教育研究所設置及び管理条例の一部を改正する条例の施行期

日を定める規則制定について 

指導課長 資料に基づき説明 

（主な質疑・意見等）特になし 

審 議 結 果 可 決 

 

議案第２５号 ひたちなか市文化財調査専門委員の委嘱について 

教育政策課長 資料（非公開）に基づき説明 

（主な質疑・意見等）非公開 

審 議 結 果 可 決 
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議案第２６号  令和９年度小・中学校等特別支援学級（知的障害）において

使用する教科用図書について  

指導課 資料（非公開）に基づき説明 

（主な質疑・意見等）非公開 

審 議 結 果 可 決 

 

全体質問・説明等 

 

1. 教育研究所の移転と施設利用について 

佐 藤 委 員 教育研究所がヘルスケアセンターへ移転するとのことだが，具体的に何

階に入るのか。 

指 導 課 ヘルスケアセンターの 1階と 3階を使用する。1階の広い部屋を「いち

ょう広場」，もう一つの狭い部屋を「面談室」とする。3階には職員の「事

務室」と「面談室」を各 1部屋配置し，計 4部屋を使用する予定である。 

佐 藤 委 員 面談室が 2部屋では不足するのではないか。 

指 導 課 ご指摘のとおり，2部屋とも埋まってしまうケースは想定される。その

際は，健康推進課に相談し，空いている部屋を一時的に借りて運用する体

制を整えている。 

佐 藤 委 員 相談に対応する職員は何名配置されているのか。 

指 導 課 現在，教育相談員は 5名配置している。普段は「いちょう広場」での対

応や電話相談を行っており，面談の依頼があった場合は，この 5名の中か

ら 1〜2名体制で対応する。 

佐 藤 委 員 児童生徒が休憩したり遊んだりする場は，1階の「いちょう広場」とな

るのか。また，卓球台などを置いて遊べるスペースはあるのか。 

指 導 課 児童生徒は，主に１階の「いちょう広場」を中心に活動する。また，移

転前に比べ「いちょう広場」は広くなるため，従来どおり卓球台を置くこ

とができる。 

佐 藤 委 員 移転後の旧教育研究所の建物の使い道は決まっているか。 

教 育 長 教育研究所は，耐震補強が未実施であるためヘルスケアセンターへ移転

する。したがって，恒久的な利用は想定していない。 

また，これまで旧教育研究所が担っていた教職員の研修機能等について

は，各学校の空き教室等を利用して実施していただくよう依頼している。 
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2. 教育現場における生成 AIの活用と課題について 

鬼 澤 委 員 現在，AI技術が著しく進化しており，企業でも AIの活用が重要なテー

マとなっている。AIの発展が教育現場にどのような影響をもたらすか，十

分なシミュレーションを行わなければ，非常に危険な事態を招くのではな

いか。 

指 導 課 小中学校での生成 AIの利用については，各 AIサービスの利用規約に準

拠し，年齢制限を設けている。また，保護者の同意が必要な場合は同意書

を取得し，年齢や発達段階に応じた使用手順を踏んでいる。 

鬼 澤 委 員 保護者の同意の有無によって，児童生徒間に利用環境の格差が生じる可

能性があるということか。 

「自由に使ってよい」という状況を放置すれば，児童生徒が自ら考えな

くなる事態が生じる。市町村単位のみならず，国や世界規模の動向を踏ま

え，教育現場における課題を積極的に提起していく必要があるのではない

か。 

教 育 長 児童生徒自身が思考して仕上げる課題よりも，生成 AI を活用した方が

質の高いものができ，それが評価されるという事態が今後生じる可能性が

ある。その場合，自ら努力を怠る方向に向かいかねない。教育においては，

年齢に応じて培うべき力をしっかりと鍛えることが不可欠である。 

また，国の動向を注視するとともに，教育委員会内でも本課題について

協議を深めたい。今後，委員の皆様にも議論に加わっていただき，望まし

い方向性を見いだしていきたいと考えている。 

佐 藤 委 員 読書感想文から大学の論文に至るまで AI による作成が可能となってい

る。利用自体には肯定的な側面もあるが，いかにしてモラルを維持するか，

また教員がどのように対応し，適切に使用させるかというのが直近の課題

であると考える。 

鬼 澤 委 員 技術の進化が急速であり，企業ですら苦慮する中，教育現場での負担は

計り知れない。すでに AI に接している児童生徒に対し，単に言葉で禁止

することは困難であり，法的な枠組み等の統制が必要であると考える。 

教 育 長 生成 AI の使用を完全に制限できないのであれば，学校の課題の在り方

自体を見直す必要がある。教員側も工夫を凝らし，単に AI の回答を写す

だけでは済まないような課題を設定しなければならない。生成 AI の普及

は産業革命に匹敵する変革と言われており，覚悟をもって対応していく。 

 

 

教 育 長 （閉会の宣言） 

 


